












要約 

マススクリーニングで発見された 6歳以上の先天性甲状腺機能低下症患児を対象として、

全国統一した知能検査法(WISC-R)での知能指数(IQ)および Soft neurological signs の検

査を施行した。IQ は 88.6±18,2(Mean±SD,n=81,44～127)と有意に低値を示し(p<0.01)、

言語性 1Q と動作性 IQ の間に差がなかった。病型別の IQ も各群間で有意差はなかった。し

かし、初診時大腿骨遠位端骨核の出現していない症例の IQ は(82.5±12.9,n=20,58～104)、

出現している症例に比べ有意に低下していた(91.7±18.6,n=51,44～127,p<0.05)。Soft 

neuroIogical signs では、開口指伸展現象のみ対照群に比し有意に低下していた(p<0.05)。

IQ が低い原因はスクリーニング初期の症例のため精検初診日が遅く初期治療も慎重に行

なわれたためと考えられるが、今回対象となった症例の今後のより詳細な検討およびスク

リーニングがより一般的に普及した後の症例による検討が必要と考えられた。 


